○西蓮寺地蔵菩薩石像由来記
西蓮寺大地蔵由来
　西蓮寺山門を潜ってまず目につくのは、本堂向拝右側につっ立つ堂々たる大地蔵石像である。この石像につ
記
いて、明治３８年７月当山第１８世（前住）西方徳誉上人記録「地蔵菩薩像由来記」というものがある。昭和３９年１２月１３日に印刷に附せられて頒布されているが、随分長文であり且つ誤植があって読みづらいため、ここにあらましをかいつまんで紹介することにする。

　「当山の大石地蔵菩薩は、宝暦７丁丑年（１７５７）１１月に造立された。
悪病の流行で大地
　今から１５０年程前（明治３８年起算）のその年近郷近在に悪病が流行して、橋津でも７０余人もの死亡者
蔵建立を企画
を出し、その多くは童男童女であった。

　そこで、当寺１２世面蓮社見誉上人は、かねて丈六の地蔵尊を造立しその冥福を祈らんと念願していたが、まだ因縁不熟のまま病気となったので、後職の観誉上人演随和尚が寺務預かりとなり、師の意志を継いでその準備をすすめ、石工や絵師など尋ね探していた。
京都の絵師と石工
　そんなところへ、ある日ふと１人の老人が訪れ、｢私は京都の御絵師で何某と申すものである。仏画を得意とするもので、今年も悪病で数人の死者がでていることでもあり、一刻も早く地蔵尊像を建立されるよう……。｣と申し出たので、石工を探していたところ、久米郡小鴨村の治良兵衛という者が来て、「私は仏縁の厚い石工である。当寺の地蔵尊を彫らせてもらいたい。」と願いでた。そうして一心を凝らして相好円満な仏体を造りあげたところが不思議なことに、彼の御絵師は、尊像の御面相や仏体の荒刻を指図して７日目に、いずこへとも知れず立去ってそのまま行方は不明となってしまった。
仏体と台座の石運
　仏体の石は宇野村から出たもので、台座の大石は橋津下町から出たものだという。

搬
　さて、この大石を運ぶのに何百人もの力を借りて、そのなかの当村の清九郎という者が、美声を張り上げ音頭をとって大勢をはげまし、ようやく門前までたどりついた。しかし、それからがまた大変であった。というのは、当時の門は今の門より遥かに小さく、４～５寸ばかり狭いので、門の中に石を引き込むことができなかった。そこで、門を崩して引き込む評議となり、見誉上人へ伺ったところ、病床中にあった老上人は、「この門を崩すのは何としても遺憾なことである。この上は仏の御力にすがるほかはない。」と蒲団のまま御本尊前にぬかずいて一心に祈念された。と、その祈念の終わるやいなや、人々が力を合わせて引いたところ、不思議なことにこの大石は難無く引き込むことができたのである。

　それからまた、この台石を据えつけるのに、石の重さで大地にめり込み到底このままでは尊像を安置することはできないと、師弟両上人（見誉・観誉）は思案の結果、当村の自他宗を問わず今年亡くなった人々の新霊供養として手頃の石に戒名俗名を書き、２人の家は２個を投じて土中に埋めその上に台石を据えつけたところ、めり込むこともなく安置した。
地蔵尊すえつけ時
　いよいよ尊像を台石の上に立たせんとして、土俵を積んで石の側まで引き上げたが、どうしても安定させる
の奇跡
ことができずその手段に尽きてその日はあきらめて皆家へ帰った。ところがその真夜中のこと、突然に大きな物音がして表町から往来までとどろきわたった。何事が起こったかと人々は驚き夜の明けるのを待って寺にかけつけてみたところ、不思議なことに、尊像は台座の上に安立合掌しておられたのである。一同は今さらに仏の力に伏し拝んだという。そして、開眼供養大法要も催され、まことに霊験あらたかな地蔵菩薩だと参詣群集でにぎわった。この開眼供養後は、疫病も退散し、その御利益を受けた者は数を知れないという。
長瀬の三徳坊と地
　それから５０年後文化３寅ノ年、長瀬村に独り者の道心坊がいて、正直叮嚀で人よんで三徳といっていた。

蔵尊
ある夜のこと、「三徳、三徳」と呼ぶ声に夢心地で頭を上げると、人の姿はなくどこからともなく声がして、「我は橋津の大地蔵なり。当年５５にもなるが笠がないので雨露がうるさい。その方笠をくれないか。」とのお告げに驚きひれ伏して目が覚めた。早速翌朝尊像の前で霊夢の次第を述べ近郷近在の人々に説いて笠を被せ、この時より今に至るまで笠を被せる人は絶えたことがない。

　その後の三徳坊は、毎日尊像の前にぬかずいては何事か尊像と話すが如く答えるが如く、あるときは、拝み終わって門外に出たものの、また呼び返しがあったとみえており返しては返事をしたりする日々を送っていた。人々はこの三徳坊を頼り、病気平愈諸病退散など祈ってもらうとたちどころになおるなど様々のお蔭をこうむっていた。こうして三徳坊は老年に及んだが、あるとき、「私は、この地蔵尊のお告げによって何月何日に死すであろう。」といい、たがわずその日に亡くなったという。
霊験あらたかな地
　このように、この尊像の造立の時から今に至るまで不思議な出来事ばかりで、造立に当たった幾百人の男女
蔵尊と奉納踊り
にも1人の怪我もなく、御絵師といい石工といい全く凡人にあらず、見誉、観誉両上人師弟といい、三徳の霊感など、この菩薩は無仏世界の能化であり、ありがたいお方であると人々に伝わっていった。ことに童男童女へのあわれみ深く踊りを愛すといわれ、尊前に香花燈明、供物清水を捧げて踊れば、病気平愈の願いなどききとげられるというので、毎年７月２３日の夜は、終夜老若男女が盛大に踊りをくりひろげて、以来この地蔵会は絶えることなく今に続いている。


　この明治３８年は、尊像造立後１５０年に当り、これまでの大慈恩に報いんために尊前に本塔を建て、壇中檀外有縁無縁一切の精霊の冥福を祈り、さらにこの後も人々の結縁と未来の平安を祈るものである。

　　干時明治３８年７月

　　　　　当山１８世前住　西方徳誉上人

というのが、この「由来記」であり伝説でもあるが、これは、西蓮寺の由緒の１つとしてここにとりあげてみた。

民俗的価値を有す
　伝説は伝説として、それなりに民俗学的価値はあるとして、この本尊の建立された事実は台座に陰刻されて

るこの由来記
いるからいまでも確認できる。本堂前の雌雄２幹のイチョウの巨樹と調和した境内の偉観であり、大石仏の少ないこの地方には珍らしいものである。

各地無住観音堂
　由緒の中にはもれているが、この石像の石の崗の一平地に、近年建立されたらしい薬師堂がある。さきにあげた庚申堂、上橋津観音堂とともに無住で、村端観音堂と赤池観音堂は時折庵主が定住している。なおこのほかに長瀬村観音堂も光吉の茅見堂も無住で、茅見堂には、乾漆の虚空蔵菩薩を新らしい観音座像が祀ってあって、昔密教の寺のあったことを物語っている。附近にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みこ),御子)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(がき),垣)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みこめん),御子免)、寺田、餅ケ坪などの小字名のあるもの、昔の松尾社領地の守護神の社と天台神宮寺のあったことを示す遺蹟であることを、ついでに添え書きしておく。

　最後に縁起確認の史料として、此の寺の過去帳により世代書きを抜粋紹介しよう。
西蓮寺系譜
　　　西蓮寺世代　同寺過去帳による
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